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体系図 内容

基
本
構
想

１
将来像

３　構想の推進

基
本
構
想

１　将来像
　一関市の目指す将来像１　市民主体の地域

づくり活動の促進

２　市民と行政の協
働によるまちづくり
の推進

３　行政体制の充実
と健全な財政運営

４　広域連携の推進

２
基本的な
考え方

３
まちづく
りの目標

地域資源をみがいて生かす
活力あるまちづくり

地域の宝を生み育てる心豊かな
まちづくり

中東北の拠点都市の形成

　単位施策
・分野別計画の施策項目で取り組む単位
施策（施策の展開方法）

３　まちづくりの目標
・将来像の実現に向け、施策の方向性を
示すもの。
・目標を基本方向とし、その実施に向
け、各施策を体系的かつ効果的に展開す
るもの。

地域の宝を生み育てる心豊かなまちづく
り

２　基本的な考え方
　将来像を実現するために、市民、行政
が共通認識すべきまちづくりの基本的な
考え方を示すもの。

みんなが安心して暮らせる
やさしいまちづくり

自然の恵みを未来へ受け継
ぐ快適なまちづくり

一人ひとりが地域をつくる
支え合いのまちづくり

基
本
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画

基
本
計
画

１　重点プロジェクト
・基本構想で掲げたまちづくりの目標の実現
に向け、最も重点的かつ優先的に実施すべき
テーマを「重点施策」として設定し、施策の
考え方、進め方、展開策を示す。
・迅速かつ柔軟に行政課題に対処できるよ
う、施策体系の枠組みにとらわれず、分野横
断的に該当する重点的な取り組みをまとめ
る。
・何を重点的に推し進めていくかを別立てで
わかりやすく示す。

１
重点プロ
ジェクト
(仮）

協働のまちづくり ILCを基軸としたまちづくり

人口減少への対応 東日本大震災への対応

みんなが安心して暮らせるやさし
いまちづくり

３　計画の推進
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２　分野別計画
・基本構想で掲げたまちづくりの目標の
実現に向け、分野ごとの現状把握と課題
認識をもとに、今後の具体的な施策展開
を体系的に示す。

※まちづくりの目標に合わせてグループ
分けする。

地域資源をみがいて生かす活
力あるまちづくり

まちづく
りの目標

１　市民主体の地
域づくり活動の促
進

２　市民と行政の
協働によるまちづ
くりの推進

３　行政体制の充
実と健全な財政運
営

４　広域連携の推
進

産業・経済 子ども・教育・文化 医療・福祉・防災 自然・環境・生活

２
分野別
計画

単位施策

分野

自然の恵みを未来へ受け継ぐ
快適なまちづくり

一人ひとりが地域をつくる支
え合いのまちづくり


